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【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　

称
名
寺
貝
塚　

骨
角
器　

銛
頭　

縄
文
時
代

【
要
旨
】

　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
が
所
蔵
す
る
横
浜
市
称
名
寺
貝
塚
採
集
骨
角
器
の

報
告
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
林
國
治
氏
、
赤
星
直
忠
氏
旧
蔵
資
料
で
あ
る
。

　

今
回
報
告
し
た
二
十
五
点
の
資
料
は
、
現
在
称
名
寺
A
貝
塚
と
さ
れ
て
い
る

地
点
か
ら
採
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
銛
頭
、
釣
針
、
有
尾
刺

突
具
な
ど
の
狩
猟
漁
撈
具
の
ほ
か
、
針
や
垂
飾
、
貝
輪
、
貝
刃
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

銛
頭
三
点
は
、
縄
文
時
代
後
期
初
頭
か
ら
中
葉
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
大
型
の

銛
頭
は
角
座
骨
を
含
め
た
素
材
取
り
に
特
徴
が
あ
り
、
そ
の
製
作
技
術
的
な
系

譜
や
編
年
上
の
位
置
づ
け
が
注
目
さ
れ
る
。

は
じ
め
に

　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
で
は
、
そ
の
前
身
と
な
る
神
奈
川
県
立
博
物
館
の

一
九
六
七
年
の
設
立
以
来
、
県
内
の
考
古
資
料
の
収
集
に
努
め
て
き
た
。
現
在
、
当

館
で
は
そ
れ
ら
の
整
理
作
業
を
進
め
て
お
り
、
整
理
が
進
ん
だ
資
料
か
ら
順
次
公
表

を
行
な
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
横
浜
市
称
名
寺
貝
塚
採
集
の
骨
角
器
の
報
告
を
行
な
う
。
こ
れ
ら
は

林
國
治
氏
及
び
赤
星
直
忠
氏
に
よ
り
採
集
さ
れ
、
そ
の
後
当
館
に
収
蔵
さ
れ
た
資
料

で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
（
千
葉
）

一　

林
國
治
氏
旧
蔵
資
料

（
1
）
資
料
の
概
要

　

林
國
治
氏
は
戦
前
戦
後
に
か
け
て
、
横
浜
市
域
を
中
心
に
考
古
資
料
の
採
集
を
精

力
的
に
行
な
っ
て
い
た
在
野
の
考
古
学
研
究
者
で
あ
る
。
現
在
、
林
氏
が
採
集
し
た

資
料
の
大
半
は
当
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

林
氏
は
昭
和
二
〇
年
代
に
数
回
に
わ
た
り
称
名
寺
貝
塚
を
訪
れ
て
お
り
、土
器
、土

製
品
、
石
器
、
骨
角
器
、
動
物
遺
体
等
を
採
集

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
土
器
、
土
製
品
に

つ
い
て
は
既
に
報
告
を
行
な
っ
た
（
千
葉
二
〇

一
五
）。
こ
れ
ら
の
土
器
群
は
、吉
田
格
氏
に
よ

る
称
名
寺
貝
塚
の
発
掘
調
査
及
び
称
名
寺
式
設

定
の
契
機
と
な
っ
た
も
の
で
も
あ
り
、
学
史
的

に
重
要
な
資
料
で
あ
っ
た
。
今
回
報
告
す
る
骨

角
器
に
つ
い
て
は
、
資
料
へ
の
個
別
の
注
記
が

な
く
詳
細
な
採
集
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
基

高　

橋　
　
　

健

（
横
浜
市
歴
史
博
物
館
）

千　

葉　
　
　

毅

【 

資
料
紹
介 

】

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
骨
角
器

︱ 
林
國
治
氏
、
赤
星
直
忠
氏
旧
蔵
の
横
浜
市
称
名
寺
貝
塚
採
集
資
料 

︱

第 1図　称名寺貝塚の位置
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本
的
に
は
同
時
期
に
採
集
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

当
館
が
所
蔵
す
る
林
氏
採
集
の
称
名
寺
貝
塚
採
集
骨
角
器
に
は
、
紙
箱
で
保
管
さ

れ
て
い
た
も
の
と
（
写
真
1
）、
個
別
に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
が
あ
る
。

　

前
者
は
、
林
氏
が
称
名
寺
貝
塚
で
採
集
し
た
動
物
遺
体
が
保
管
さ
れ
て
い
る
木
箱

に
収
ま
っ
て
い
た
。
紙
箱
に
は
「
称
名
寺
貝
塚　

骨
角
器
」
と
マ
ジ
ッ
ク
で
注
記
さ

れ
て
お
り
、
箱
の
中
に
は
十
三
点
の
骨
角
器
と
と
も
に
「
称
名
寺
貝
塚
」
と
記
さ
れ

た
メ
モ
が
収
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
骨
角
器
は
称
名
寺
貝
塚
で
採
集

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
、そ
れ
ら
の
中
に
は
「
三
ツ
澤
貝
塚
」
と

注
記
さ
れ
た
骨
角
器
も
混
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
全
て
が
称
名
寺
貝
塚
採
集
の
も

の
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
注
記
か
ら
明
ら
か
に
他
の
遺

跡
で
採
集
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
資
料
お
よ
び
細
片
を
除
い
た
七
点
の
資
料
を
報
告

す
る
。

　

後
者
は
、
称
名
寺
貝
塚
採
集
資
料
と
し
て
個
別
に
当
館
に
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
骨
角
器
が
十
一
点
、
貝
製
品
が
五
点
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
千
葉
）

（
2
）
紙
箱
で
保
管
さ
れ
て
い
た
資
料
（
第
2
図
、
写
真
2
）

　

1
〜
3
は
鹿
角
製
で
雄
形
・
鉤
引
式
の
銛
頭
で
あ
る
。
全
て
基
部
の
破
片
で
あ
り
、

逆
鉤
を
残
す
も
の
は
な
い
。

　

1
は
「
稱
名
寺
貝
塚
」
の
注
記
を
持
つ
。
本
来
一
五
㎝
を
優
に
超
え
る
大
型
品
だ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
表
面
側
（
図
左
）
に
鹿
角
表
面
の
溝
、
裏
面
側
に
は
海
綿
質

が
み
ら
れ
る
。
軸
部
の
断
面
は
扁
平
な
楕
円
形
で
あ
り
、
索
肩
が
大
き
く
突
き
出
し

て
い
る
。
索
肩
の
突
出
方
向
（
図
中
央
の
右
側
）
に
「
片
側
交
互
」
に
逆
鉤
が
つ
い

て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
（
第
6
図
エ
）。
軸
部
の
根
元
に
浅
い
段
を
も
ち
（
▲
a
）、幅

広
の
溝
を
入
れ
た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
繋
索
（
銛
縄
）
の
装
着
と
関
係
す
る
も
の

で
あ
ろ
う
。
基
部
は
逆
円
錐
に
近
い
形
状
で
あ
る
が
、
表
面
は
平
滑
に
仕
上
げ
ら
れ

写真 1　林氏採集資料が保管されていた紙箱

て
お
ら
ず
、
特
に
索
肩
の

近
く
で
は
不
整
な
小
平
面

が
連
続
す
る（
▲
b
）。
端

部
は
鈍
頭
に
な
っ
て
い

る
。
称
名
寺
式
期
の
銛
頭

に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
、

繋
索
（
銛
縄
）
を
通
す
た

め
の
索
肩
の
抉
り
は
設
け

ら
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
資
料
は
素
材
取
り

に
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
海

綿
質
は
軸
の
裏
面
側
で
顕

著
だ
が
、
基
部
で
は
ほ
と

ん
ど
確
認
で
き
な
い
。
素

材
に
角
幹
部
を
利
用
し
た

の
で
あ
れ
ば
、
中
心
部
に

あ
る
海
綿
質
の
組
織
を
表
面
の
ど
こ
か
に
確
認
で
き
る
は
ず
で
あ
る
（
今
回
報
告
の

2
・
3
な
ど
と
比
較
す
る
と
分
か
り
や
す
い
）。
注
目
す
べ
き
は
、
基
部
端
近
く
に
残

る
小
凹
面
で
あ
る
（
▲
c
）。
こ
れ
は
原
材
の
自
然
面
で
あ
る
が
、
鹿
角
そ
の
も
の
に

は
こ
の
よ
う
な
凹
面
を
も
つ
部
分
は
な
く
、
シ
カ
頭
蓋
骨
の
内
面
に
あ
た
る
と
考
え

ら
れ
る
（
写
真
3
）。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
銛
頭
は
鹿
角
の
角
幹
部
か
ら
角
座
骨
に
か

け
て
の
部
分
を
利
用
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

2
は
、上
端
部
に
擦
り
切
り
に
よ
る
斜
位
の
切
断
痕
が
残
る
資
料
で
あ
る
（
▲
d
）。

鹿
角
表
面
の
溝
（
図
左
）
と
、
裏
面
側
に
海
綿
質
を
残
す
。
板
状
の
素
材
か
ら
作
ら

れ
て
お
り
、
索
肩
は
両
側
に
張
り
出
し
て
い
る
。
基
部
端
に
は
平
坦
面
を
設
け
て
い
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第 2図　称名寺貝塚採集骨角器（1）　林國治氏旧蔵資料・紙箱保管（当館蔵）
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写真 2　称名寺貝塚採集骨角器（1）　林國治氏旧蔵資料・紙箱保管（当館蔵）
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写真 3　鹿角と角座骨

る
。
上
端
付
近
は
お
そ
ら
く
被
熱
に
よ
り
黒
く
変
色
し
て
い
る
が
、
擦
り
切
り
も
含

め
て
意
図
は
不
明
で
あ
る
。

　

3
も
鹿
角
表
面
の
溝
と
裏
面
の
海
綿
質
を
残
す
。
裏
面
側
が
破
損
し
て
い
る
た
め

に
確
実
で
は
な
い
が
、
索
肩
は
軸
の
周
り
を
一
周
す
る
よ
う
に
設
け
ら
れ
て
い
た
ら

し
い
。
基
部
端
に
は
平
坦
面
を
も
つ
。

　

釣
針
と
し
た
資
料
二
点
は
、
い
ず
れ
も
破
片
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
称
名
寺
貝
塚

か
ら
出
土
し
た
釣
針
を
み
る
と
、
軸
頭
部
は
二
つ
の
突
起
を
も
つ
タ
イ
プ
が
主
で
あ

り
、
ア
グ
の
つ
き
方
は
内
ア
グ
／
外
ア
グ
／
両
ア
グ
／
無
ア
グ
の
各
種
が
み
ら
れ
る
。

軸
が
湾
曲
す
る
曲
軸
の
タ
イ
プ
が
出
現
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
4
は
や
や
湾
曲
し

た
軸
の
頂
部
に
突
起
が
一
つ
付
い
た
大
型
釣
針
の
破
片
、
5
は
小
型
釣
針
未
成
品
の

湾
曲
部
の
破
片
だ
と
推
測
し
た
。
5
の
突
起
は
外
ア
グ
に
な
る
部
分
だ
ろ
う
か
。

　

6
は
有
孔
の
骨
針
の
頭
部
破
片
、
7
は
刺
突
具
の
先
端
部
破
片
で
あ
る
。 （
高
橋
）

（
3
）
個
別
に
保
管
さ
れ
て
い
た
資
料
（
第
3
・
4
図
、
写
真
4
）

　

有
尾
刺
突
具
が
四
点
出
土
し
て
い
る
（
第
3
図
8
〜
11
）。
い
ず
れ
も
「
ノ
」
の
字

状
の
全
形
を
ほ
ぼ
残
す
資
料
で
あ
る
。
中
央
が
着
柄
部
、
下
端
が
逆
鉤
と
し
て
機
能

し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
12
は
先
端
に
逆
鉤
を
一
つ
も
つ
ヤ
ス
先
の
破
片
で
あ
る
。

今
回
報
告
す
る
資
料
に
は
、
多
段
の
逆
鉤
付
ヤ
ス
（
吉
田
報
告
の
分
類
に
よ
る
中
型

銛
）
は
含
ま
れ
て
い
な
い
（
吉
田
一
九
六
〇
）。
有
尾
刺
突
具
が
称
名
寺
貝
塚
の
各
地

点
か
ら
出
土
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
多
段
の
逆
鉤
付
ヤ
ス
は
I
貝
塚
か
ら
は
出
土

し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
当
資
料
群
を
一
ま
と
ま
り
と
み
た
場
合
、
I
貝
塚
に
や

や
近
い
様
相
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

13
は
刺
突
具
の
先
端
部
破
片
で
あ
る
。
14
は
器
種
不
明
と
し
た
が
、
表
面
の
磨
耗

が
著
し
い
骨
片
で
人
工
品
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
15
は
有
孔
の
骨
針
で
、
ほ
ぼ

完
形
の
資
料
。
16
は
、
鳥
管
骨
を
切
断
し
て
一
端
に
溝
を
巡
ら
せ
、
四
カ
所
に
切
込
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を
入
れ
て
い
る
。
用
途
不
明
だ
が
、
垂
飾

の
一
種
だ
と
考
え
た
。
17
は
環
状
の
垂
飾

で
、
サ
メ
椎
骨
を
横
方
向
に
分
割
し
、
中

央
に
大
き
く
穿
孔
し
た
も
の
で
あ
る
。
サ

メ
椎
骨
製
の
垂
飾
は
中
央
に
穿
孔
し
た
だ

け
の
場
合
が
多
い
が
、
こ
の
よ
う
に
加
工

さ
れ
た
も
の
は
、
福
島
県
寺
脇
貝
塚
な
ど

に
類
例
が
あ
る
。
18
は
イ
ノ
シ
シ
牙
の
加

工
品
で
あ
る
。
イ
ノ
シ
シ
の
下
顎
犬
歯
を

素
材
と
し
、
縁
辺
を
磨
い
て
刃
部
を
作
り

出
し
て
い
る
。

　

貝
製
品
と
し
て
は
、
貝
輪
と
貝
刃
が
あ

る
。
貝
輪
は
イ
タ
ボ
ガ
キ
製
の
も
の
が
三

点
で
あ
る
（
第
4
図
19
〜
21
）。
20
は
「
昭

和
二
□
．
十
二
．
二
四　

稱
名
寺
門
内
」

の
注
記
を
持
つ
。
一
部
読
め
な
い
が
、
前

号
で
紹
介
し
た
土
器
と
同
じ
昭
和
二
五
年

十
二
月
二
四
日
に
、
林
氏
に
よ
っ
て
採
集

さ
れ
た
資
料
で
あ
ろ
う
。
穿
孔
が
小
さ
い

二
点
は
未
成
品
で
あ
ろ
う
。
称
名
寺
貝
塚

か
ら
は
過
去
の
調
査
に
よ
っ
て
も
イ
タ
ボ

ガ
キ
製
の
貝
輪
が
多
く
出
土
し
て
お
り
、

千
葉
方
面
の
貝
塚
に
お
い
て
中
期
に
盛
行

し
た
イ
タ
ボ
ガ
キ
製
貝
輪
が
後
期
に
ベ
ン

ケ
イ
ガ
イ
製
に
置
き
換
わ
る
の
と
は
異
な

第 3図　称名寺貝塚採集骨角器（2）　林國治氏旧蔵資料・個別保管（当館蔵）
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第 4図　称名寺貝塚採集骨角器（3）　林國治氏旧蔵資料・個別保管（当館蔵）

第 5図　称名寺貝塚採集骨角器（4）　赤星直忠氏旧蔵資料（当館蔵）
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写真 4　称名寺貝塚採集骨角器（2）　林國治氏旧蔵資料・個別保管（当館蔵）

写真 5　称名寺貝塚採集骨角器（3）　赤星直忠氏旧蔵資料（当館蔵）
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っ
た
傾
向
を
み
せ
て
い
る
。
貝
刃
は
カ
ガ
ミ
ガ
イ
製
の
も
の
が
二
点
み
ら
れ
る（
22 

・

23
）。
22
は
内
外
面
、23
は
外
面
に
剝
離
を
有
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
高
橋
）

二　

赤
星
直
忠
氏
旧
蔵
資
料
（
第
５
図
、
写
真
５
）

　

第
5
図
24
・
25
は
赤
星
直
忠
氏
の
旧
蔵
資
料
で
あ
る
。
赤
星
氏
は
大
正
末
期
か
ら

昭
和
二
〇
年
代
に
か
け
て
、
数
回
に
わ
た
り
称
名
寺
貝
塚
の
調
査
を
行
な
っ
て
い
る

が
、
当
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
が
い
つ
採
集
さ
れ
た
も
の
な
の
か
は
現
状
で
は

確
認
で
き
て
い
な
い
。

　

24
は
有
尾
刺
突
具
で
あ
る
。
尾
部
を
や
や
欠
損
す
る
。
25
は
イ
ノ
シ
シ
牙
製
の
ヘ

ラ
状
製
品
で
あ
る
。
イ
ノ
シ
シ
下
顎
犬
歯
を
板
状
に
切
断
し
、
縁
辺
部
を
整
え
て
い

る
が
穿
孔
な
ど
は
み
ら
れ
な
い
。
神
奈
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
赤
星

ノ
ー
ト
（
№
二
三
七
）
に
こ
の
資
料
の
実
測
図
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、「
横
浜
市
金
沢

区
称
名
寺
内　

称
名
寺
貝
塚　

県
立
博
物
館
蔵
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く

こ
れ
も
現
在
の
A
貝
塚
の
出
土
品
で
あ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
高
橋
）

三　

銛
頭
に
つ
い
て

　

今
回
報
告
し
た
資
料
の
う
ち
、
銛
頭
に
分
類
さ
れ
る
の
は
紙
箱
に
入
っ
て
い
た
三

点
で
あ
る
（
第
2
図
1
～
3
、写
真
2
―
1
～
3
）。
第
2
図
1
は
「
稱
名
寺
貝
塚
」
の

注
記
を
も
つ
が
、
地
点
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
2
・
3
は
注
記
を
も
た
ず
、
箱
か
ら

称
名
寺
貝
塚
出
土
の
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
資
料
で
あ
る
。
林
氏
は
昭
和
二
四

年
一
月
に
赤
星
氏
に
よ
る
A
貝
塚
の
調
査
に
参
加
し
、
三
月
に
は
個
人
で
発
掘
を
行

っ
て
い
る
（
千
葉
二
〇
一
五
）。
ま
た
昭
和
二
六
年
に
は
吉
田
格
氏
に
よ
る
B
貝
塚
の

調
査
に
も
参
加
し
て
い
る
。
林
氏
に
よ
る
称
名
寺
貝
塚
発
掘
資
料
は
、
個
人
で
A
貝

塚
を
調
査
し
た
時
の
出
土
品
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

縄
文
時
代
の
関
東
地
方
の
銛
頭
は
、
基
本
的
に
は
雄
形
・
鉤
引
式
に
分
類
さ
れ
る
。

第 1表　称名寺貝塚採集骨角器　属性表
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第 6図　銛頭の形態模式図

第 7図　三ツ沢貝塚採集銛先（当館蔵）
CX0000349（2-143-65）
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す
な
わ
ち
、
基
部
を
柄
の
先
端
に
設
け
た
ソ
ケ
ッ
ト
に
差
し
込
む
装
着
方
法
で
（
銛

頭
本
体
に
は
ソ
ケ
ッ
ト
を
設
け
な
い
）、
獲
物
の
体
内
に
引
っ
か
か
る
た
め
の
逆
鉤
を

も
つ
。
中
期
か
ら
後
期
の
関
東
地
方
南
西
部
の
銛
頭
に
み
ら
れ
る
逆
鉤
の
つ
き
方
と

基
部
形
態
を
模
式
的
に
示
し
た
の
が
第
6
図
で
あ
る
。

　

銛
頭
の
逆
鉤
の
つ
き
方
は
、
両
側
／
片
側
と
分
類
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し

称
名
寺
貝
塚
に
お
い
て
は
独
特
の
逆
鉤
配
置
を
も
つ
タ
イ
プ
が
存
在
す
る
た
め
、
こ

れ
を
含
め
て
四
つ
に
分
類
し
た
（
第
6
図
上
段
）。
片
側
一
列
（
ア
）
の
タ
イ
プ
は
、

縄
文
時
代
中
期
か
ら
み
ら
れ
、
称
名
寺
貝
塚
か
ら
も
出
土
す
る
。
小
型
の
銛
頭
で
は

主
体
を
占
め
る
。
両
側
対
称
（
イ
）
と
な
る
資
料
は
こ
の
時
期
・
地
域
に
は
あ
ま
り

み
ら
れ
ず
、
逆
鉤
の
位
置
を
ず
ら
し
て
両
側
交
互
（
ウ
）
に
な
る
の
が
一
般
的
で
あ

る
。
片
側
交
互
（
エ
）
は
、
B
貝
塚
か
ら
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
タ
イ
プ
で
、
一
段

ご
と
に
ず
れ
た
位
置
に
逆
鉤
が
付
い
て
い
る
。
今
回
報
告
し
た
資
料
は
い
ず
れ
も
逆

鉤
部
を
残
し
て
い
な
い
が
、
軸
部
の
断
面
形
な
ど
か
ら
考
え
て
、
1
は
片
側
交
互

（
エ
）、
2
・
3
は
両
側
交
互
（
ウ
）
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

銛
頭
の
基
部
は
、
柄
へ
の
固
定
と
離
頭
に
関
わ
る
部
分
で
あ
り
、
繋
索
が
結
び
つ

け
ら
れ
る
索
肩
（
な
い
し
索
溝
・
索
孔
）
も
こ
の
位
置
に
設
け
ら
れ
る
。
縄
文
時
代

中
期
に
お
い
て
は
、
基
部
は
板
状
で
索
溝
を
も
つ
（
第
6
図
下
段
a
）。
称
名
寺
B
貝

塚
で
は
端
部
に
平
面
が
作
り
だ
さ
れ
て
逆
円
錐
台
に
な
る
（
同
c
・
d
）。
索
肩
は
浅

く
、繋
索
（
銛
縄
）
を
通
す
た
め
の
抉
り
が
入
る
。
基
部
の
加
工
は
丁
寧
で
あ
る
。
今

回
報
告
し
た
資
料
の
う
ち
、
1
は
b
、
2
は
お
そ
ら
く
d
、
3
は
e
に
相
当
す
る
。

　

1
の
基
部
形
態
b
は
、大
型
で
基
部
端
が
鈍
く
尖
り
、軸
の
根
元
に
段
を
も
つ
。
こ

れ
は
称
名
寺
A
貝
塚
出
土
例
（
金
子
二
〇
〇
九
a
、
第
52
図
1
～
3
）
と
共
通
す
る

特
徴
で
あ
り
、
他
の
地
点
か
ら
は
出
土
し
て
い
な
い
。
林
氏
の
調
査
歴
を
考
え
る
と

1
も
A
貝
塚
出
土
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
称
名
寺
式
古
～
中
段
階
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
。
2
の
基
部
形
態
d
は
B
貝
塚
と
C
貝
塚
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
称
名
寺
式
新

段
階
か
ら
堀
之
内
式
に
か
け
て
の
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
3
の
基
部
形
態
e
は
、こ

れ
ま
で
称
名
寺
貝
塚
か
ら
は
出
土
例
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
、
後
期
前
葉
・

堀
之
内
式
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

称
名
寺
A
貝
塚
出
土
と
考
え
た
1
は
、
B
貝
塚
に
お
け
る
「
大
型
銛
」
よ
り
も
さ

ら
に
一
回
り
大
き
く
、
角
幹
部
か
ら
角
座
骨
に
か
け
て
の
部
分
を
利
用
す
る
素
材
取

り
が
特
徴
的
で
あ
る
。
落
角
で
は
な
く
狩
猟
に
よ
る
獲
物
の
角
を
利
用
し
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
素
材
取
り
の
類
例
は
少
な
い
が
、
三
ッ
沢
貝
塚
や

千
葉
県
余
山
遺
跡
の
出
土
資
料
（
金
子
二
〇
〇
九
b
）
に
も
確
認
で
き
る
。

　

三
ッ
沢
貝
塚
例
は
同
じ
く
林
國
治
氏
の
採
集
に
よ
る
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵

品
で
、
全
長
二
二
・
一
㎝
を
測
る
大
型
品
で
あ
る
（
第
7
図
）。
逆
鉤
は
「
片
側
交
互
」

（
エ
）
の
配
置
で
あ
る
が
、
模
式
図
に
示
し
た
よ
り
も
さ
ら
に
内
側
に
巻
き
こ
む
。
軸

の
根
元
は
や
や
く
び
れ
、
索
肩
に
は
大
き
な
抉
り
が
入
る
。
基
部
は
逆
円
錐
状
を
呈

し
、
鈍
頭
で
端
部
の
平
坦
面
は
み
ら
れ
な
い
。
基
部
の
組
織
が
粗
い
こ
と
か
ら
、
角

座
骨
を
利
用
し
た
も
の
と
報
告
し
た
（
高
橋
二
〇
一
一
）。
三
ッ
沢
貝
塚
例
は
、
基
部

形
態
や
素
材
取
り
な
ど
が
A
貝
塚
例
と
共
通
す
る
一
方
、
索
肩
の
抉
り
を
も
ち
、
軸

下
部
の
段
が
な
い
点
な
ど
で
異
な
っ
て
い
る
。
型
式
学
的
に
は
、b
と
c
の
中
間
、す

な
わ
ち
A
貝
塚
と
B
貝
塚
の
資
料
群
の
中
間
に
位
置
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

1
の
基
部
の
サ
イ
ズ
は
三
ッ
沢
貝
塚
例
と
比
較
し
て
も
遜
色
な
く
、
や
は
り
二
〇

㎝
ク
ラ
ス
の
超
大
型
品
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
特
徴
的
な
素
材
取
り
の
目
的
は
、よ

り
大
き
な
銛
頭
を
製
作
す
る
た
め
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
角
座
骨
も
含
め
れ
ば
、
よ
り

長
い
原
材
が
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
片
側
交
互
の
逆
鉤
配
置
も
、
緻
密
質
の
部
分

を
利
用
し
て
な
る
べ
く
大
き
な
逆
鉤
を
作
り
だ
す
た
め
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
称
名
寺
式
古
～
中
段
階
に
お
い
て
、
よ
り
大
き
な
銛
頭
を
製
作
す
る
た
め
に
、

素
材
取
り
や
逆
鉤
の
配
置
が
工
夫
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

称
名
寺
式
期
の
漁
具
に
つ
い
て
は
、
系
譜
を
他
地
域
に
求
め
る
必
要
は
な
く
、
東
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京
湾
岸
域
に
お
い
て
中
期
の
漁
具
を
ベ
ー
ス
に
独
自
に
発
達
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら

れ
る
（
金
子
二
〇
〇
九
a
、高
橋
二
〇
一
六
）。
今
回
新
た
に
報
告
し
た
資
料
に
よ
り
、

そ
の
成
立
段
階
の
様
相
を
よ
り
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
し
、

中
期
後
半
の
銛
頭
か
ら
の
変
遷
は
必
ず
し
も
ス
ム
ー
ズ
な
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
よ
り
大
型
の
銛
頭
を
製
作
す
る
た
め
に
素
材
取
り
や
逆
鉤
の
形
状
な

ど
が
急
激
に
変
化
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
な
お
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
高
橋
）

お
わ
り
に

　

称
名
寺
貝
塚
は
古
く
か
ら
存
在
が
知
ら
れ
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
り
調
査
が
行
な

わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
出
土
品
は
各
地
に
分
散
し
て
存
在
し
、
そ
の
全
貌
を
把
握

す
る
の
は
困
難
な
状
況
で
あ
っ
た
。
最
近
に
な
り
、
そ
れ
ら
の
再
整
理
が
進
み
遺
跡

の
詳
細
に
踏
み
込
む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
（
横
浜
市
歴
史
博
物
館
編

二
〇
一
六
な
ど
）。

　

当
館
の
所
蔵
す
る
資
料
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
土
器
、
土
製
品
の
、
今
回
は
骨

角
器
の
報
告
を
行
な
っ
た
。
今
後
は
石
器
や
動
物
遺
体
等
の
整
理
、
分
析
も
継
続
し

て
行
な
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
千
葉
）
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。
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